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日本患者･家族団体協議会
(4問診⑩の

抑闇

之目Ｓ

　

SSKO

〒161東京都新宿区下落合3-15-29

芸
才蕊し

堂添乳
）

第
５
回
総
会
で
活
発
な
討
議

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
六
月
十
日
、
東
京
・
品
川

区
の
全
社
連
会
館
で
第
五
回
総
会
を
開

き
ま
し
た
。
総
会
に
は
二
十
六
団
体
か

ら
五
十
五
人
の
代
議
員
と
三
十
一
人
の

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
出
席
、
十
五
人
か
ら

委
任
状
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
辻
川
常
任
幹
事
の
司
会
で
開

会
さ
れ
、
佐
々
木
長
（
日
患
同
盟
）
、

米
山
哺
（
大
阪
難
病
連
）
両
氏
の
議
長

団
と
、
書
記
、
議
事
録
署
名
人
を
選
び
、

ま
た
、
先
に
亡
く
な
っ
た
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
友
の
会
の
河
野
磐
さ
ん
ら
を
悼
み

黙
と
う
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
ま
ず
長
（
お
さ
）
代
表
幹
事

が
挨
拶
し
、
米
議
会
で
先
頃
成
立
し
た

障
害
１
　
に
対
す
る
す
べ
て
の
差
別
を
禁

じ
た
米
障
害
者
法
を
紹
介
し
な
が
ら
。

日
本
の
患
者
・
障
害
者
施
策
の
遅
れ
、
医

療
差
別
政
策
を
批
判
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
を
質
的

に
強
化
し
、
二
Ｉ
世
紀
を
め
ざ
し
た
運

動
強
化
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
活
動
報
告
、
決
算
報
告

が
小
林
事
務
局
長
か
ら
、
会
計
監
査
報

告
が
羽
田
監
査
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
に
対
し
て
、
低

料
三
種
郵
便
の
条
件
緩
和
、
身
障
者
鉄

道
・
航
空
巡
回
割
引
の
対
象
拡
大
、
国

会
請
願
の
あ
り
方
、
取
組
み
方
な
ど
の

意
見
、
要
望
が
代
議
員
か
ら
だ
さ
れ
、

伊
藤
代
表
幹
事
の
回
答
を
了
承
し
て
三

報
告
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
古
川
常
任
幹
事
か
ら
新
年

度
の
活
動
方
針
案
、
小
林
事
務
局
長
か

ら
予
算
案
が
そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
提
案
に
つ
い
て
は
、
九
〇
年
代
、

差
別
医
療
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸

念
、
請
願
署
名
の
扱
い
の
改
善
、
国
立

医
療
機
関
統
廃
合
反
対
運
動
の
経
験
、

希
少
難
病
患
者
の
相
談
へ
の
対
応
、
重

度
難
病
患
者
の
介
護
の
実
情
と
経
済
的

保
障
な
ど
の
意
見
、
要
望
が
だ
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
伊
藤
代
表
幹

事
が
回
答
し
、
方
針
案
、
予
算
案
を
そ

れ
ぞ
れ
採
択
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
伊
藤
（
文
）
常
任
幹
事
か

ら
総
会
運
営
規
程
、
役
員
選
出
規
程
を

含
む
規
約
改
正
案
、
濤
常
任
幹
事
か
ら

新
役
員
候
補
者
案
、
黒
田
常
任
幹
事
か

ら
総
会
宣
言
案
が
そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ

れ
、
拍
手
で
原
案
通
り
採
択
し
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
前
日
の
地
域
難
病
連

交
流
会
の
模
様
、
二
日
前
に
帰
国
し
た

北
海
道
難
病
連
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
団

の
報
告
が
あ
り
、
兵
庫
県
難
病
連
・
朝

見
会
長
か
ら
「
全
国
交
流
集
会
9
0
」
へ

の
協
力
要
請
の
後
、
伊
藤
代
表
幹
事
の

閉
会
挨
拶
で
総
会
を
終
り
ま
し
た
。
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(単位：円)

決算報告

至:1990. 3 . 31

　

1989年度

自:1989. 4 . 1

収

入

の

部

項　　　目 予　　算 含　　郎 予算比 備　　　　　　考

分　　担　　金

協　力　会　費

機関紙講読料

旅　　　　　　金

寄　　付　　金

雑　　収　　人

2,170,000

3,000.000

l,200.0( 0

3.000.000

8,735.000

　　100,000

2,344,000

1 .401.000

1.055,750

3,850,878

8,115.090

　　　30.709

108.0%

　46.7

　88.0

128.4

　92.9

　30.7

27団体

国会請願カンパ

花火、雑貨．一般寄伺･

資料販売．受取利息

小　　　　　　計

前　期　繰　越

18.205,000

　２､533,850

16.797.427

　Z.533.850

　92.3

100.0

合　　　　　　計 20.733,850 19,331,277 93.2

　

会
計
監
査
報
告
書

　

一
九
八
九
年
度
「
日
本
患
者
・
家
族
団

体
協
議
会
」
の
決
算
に
つ
い
て
、
会
計
帳

簿
類
、
証
ひ
ょ
う
類
、
現
金
、
預
金
な
ど

の
Ｉ
切
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
、
す
べ

支

出

の

部

会　　議　　費

機関紙発行費

印　　刷　　費

丿浪費　行動　’政

事　　尨　　費

教育宣伝　費

通　　信　　費

人　　件　　費

事　務　所　費

陥品消耗品費

協力会費還元支出

寄付金還元支出

事務所設置積立金

雑　　　　　　費

2.600,000

1.100,( 00

1 .600、000

　　600.000

1,800.000

　　100.000

　　680､000

2,993,5( 0

　　240､000

　　600.000

　　900.000

3.955.000

1.000,000

　　70,350

2,4i8,608

1,021,119

1,558,791

　　451.619

1.449,314

　　　60.470

　　656.843

3.026.830

　　240.000

　　121,639

　　401,400

3,661.473

1 ,800,000

　　　72.750

93.0%

92.8

97.4

75.3

80.5

60.5

96.6

101.1

100.0

　20.3

　44.6

　92.6

180.0

103.4

総会、幹事会、常任幹事会

18～23齢印刷代、送料ほか

署名用紙、チラシ、その他

加盟団体訪問、各種行動

降嫁会費、海外派遣費等

資料、書籍購入費

切手、電話代金等

事務局ｎ給与、社会保険料

２万円×12(全野協)

事務用iT,',, ',1一旗など

取扱団体還元分

取扱団体還元分

1989年度分積立

小　　　　　　計

予　　陥　　費

18,238,850

　2.500,000

16.940.856

　　　　　　　0

92.9

　０．０

Ａ　　　　　　汁 20,738,850 16、940.856 81.7

闘　末　収　支 2.390、４２１

て
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め

報
告
し
ま
す
。

　
　

一
九
九
〇
年
五
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　

会
計
監
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
山

　

理
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
田
邦
夫
⑩

12 1

(単位：川

予

　　

算

至:1991. 3 .31

1990年度

自:1990.4 .1

収

入

J頁　　　目 89年度決算 90年度予算 内　　　　　　　　　　訳

分　　担　　　金

協　力　会　費

機関誌購読料

募　　　　　　　金

寄　　　付　　　金

報1　　　II又　　　入

2､344.000

1,401.000

1,055､750

3,850,878

8,115,090

　　　30,709

2,350,000

3,000,000

　　975､000

3、200,000

7,235.000

　　100,000

89年度実績並

協力会員会費３千円×１千人

有料Iほ読650部×！,500円

国会請願

雑貨、花火、一般寄付

小　　　　　　　計

前　期　繰　越

16,797､427

　2,533,850

16､860,000

　2,390,421

合　　　　　　計 19,331,277 19,250.421

支

出

会　　　議　　　費

機関誌発行費

印　　　刷　　　費

lj玖賢　行　弛　’改

事　　　業　　　費

資料研修費

通　　　信　　　費

人　　　件　　　費

嘔　務　所　費

備品消耗品費

協力会費還元支出

寄付金還元支出

弔務所設置積立金

雑　　　　　　　費

2,418,608

1,021,119

1,558,791

　　451,619

1,449,314

　　　60,470

　　656,843

3,026.830

　　240,000

　　121,639

　　401,400

3,661,473

1.800,000

　　　72,750

2,600,000

1,100,000

1,600.000

　　500,000

1,650.000

　　100,000

　　700,000

3,536,839

　　240,000

　　450,000

　　900,000

3.355.000

1,000,000

　　118,582

総会．幹事会、常任幹事会、地鶏連・疾病別交流会

24～29号印刷費、送料、原稿料、取材費ほか

署名用紙・チラシ、印刷機・コピー使用料(全野協)

出張旅費、その他行動費

研修会、協力会員海外研修派遣費、その他

図が・資料購入費、研修会参加費など

電話、郵便、その他

給料．社会・雇用保険、通勤交通費等

２万円×12月　全野協へ

事務用晶、ＯＡ機使用料(全野|勣、ワープロ導入

協力会ｎ還元分

雑貨一花火還元分

小　　　　　　　計

予　　　㈲　　　費

16,940,856

　　　　　　　　0

17,850,421

　1,400,000

合　　　　　　計

　（期末収支）

16.940,856

(2,390,421)

19,250,421

1990-ア

　

JI数０の11１222
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【
規
約
改
正
点
要
旨
】

（
総
会
）
総
会
の
開
催
は
毎
年
六
月
と
し
、

代
表
幹
事
が
招
集
す
る
。
〈
第
七
条
▽

　

（
書
面
参
加
）
総
会
に
は
書
面
で
参
加
で

き
る
。
△
第
七
条
▽

　

（
総
会
評
議
員
）
代
理
を
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
が
原
則
の
「
代
議
員
」
制
を
、

「
評
議
員
」
に
改
め
た
。
こ
れ
は
直
前
に

体
調
が
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
患
者

団
体
の
総
会
で
あ
る
こ
と
を
配
慮
し
た
も

の
。
〈
第
七
条
ほ
か
∇

　

（
総
会
迩
営
）
総
会
運
営
に
関
す
る
別
規

程
を
設
け
る
。
〈
第
七
条
Ｖ

　

（
幹
事
会
の
構
成
）
幹
事
会
の
櫛
成
員
に

常
任
幹
事
も
含
む
こ
と
を
改
め
て
明
記
し

た
。
Λ
第
九
条
▽

　

（
幹
事
の
定
数
）
「
若
干
名
」
と
し
て
い

た
幹
事
の
定
数
を
、
「
加
盟
団
体
各
一
名
」

と
明
記
し
た
。
〈
第
十
一
条
▽

　

（
役
員
の
選
出
）
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

規
約
上
規
定
し
、
そ
の
手
続
き
に
つ
い
て

別
に
規
程
を
設
け
る
こ
と
を
定
め
た
。

△
第
十
三
条
▽

　

（
分
担
金
）
分
担
金
額
に
関
し
て
別
途
定

め
た
「
申
合
せ
事
項
」
の
う
ち
、
一
般
会

計
決
算
に
お
け
る
収
入
総
額
の
Ｉ
％
相
当

額
」
を
Ｔ
上
％
以
上
」
に
改
め
た
。

　

（
評
議
員
選
出
基
準
）
規
程
の
改
正
に
と

も
な
っ
て
、
別
に
定
め
る
「
代
議
貝
選
出

基
準
」
を
「
評
議
員
選
出
基
準
」
と
改
め
、

最
低
基
準
を
一
名
か
ら
二
名
に
増
員
す
る

と
と
も
に
。
基
準
と
な
る
加
盟
団
体
の
会

員
数
の
確
認
時
期
を
「
総
会
直
近
の
幹
事

会
」
と
し
た
。

　

「
総
会
運
営
規
程
要
旨
」

　

（
運
営
委
員
会
）
常
任
幹
事
一
名
、
評
議

員
四
名
（
地
難
連
一
一
、
疾
病
二
）
か
ら
な

る
運
営
委
員
会
を
設
け
る
。

　

（
任
務
）
運
営
委
員
会
は
、
総
会
日
程
、

評
議
員
の
確
認
、
書
面
参
加
の
扱
い
、
議

事
録
署
名
人
の
推
薦
、
動
議
の
扱
い
、
総

会
参
加
者
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
扱
い
な
ど

を
任
務
と
す
る
。

　

（
書
面
参
加
）
書
面
で
意
見
、
修
正
案
を

提
出
で
き
る
。
轡
面
参
加
は
総
会
二
日
前

ま
で
に
提
出
す
る
。
書
面
参
加
は
出
席
と

す
る
。

　

（
議
案
の
送
付
）
常
任
幹
事
会
は
総
会
三

十
日
前
ま
で
に
、
加
盟
団
体
に
議
案
を
送

付
す
る
。

　

【
役
員
選
出
規
程
要
旨
一

　

（
役
員
選
出
委
員
会
）
幹
事
、
常
任
幹
事
、

事
務
局
長
含
め
五
名
で
構
成
す
る
選
出
委

員
会
を
設
け
る
。

　

（
任
務
）
選
出
委
員
会
は
、
役
員
の
選
出

作
業
を
行
う
。
選
出
委
員
会
は
、
役
員
が

円
満
に
定
数
を
満
た
す
よ
う
調
整
機
能
を

持
つ
。

　

（
手
続
き
）
役
員
立
候
補
者
は
評
議
員
で

：ｌ

あ
る
。
所
属
団
体
の
推
薦
が
必
要
で
あ
る
。

代
表
幹
事
、
事
務
局
長
立
候
補
の
団
体
は
、

会
計
監
査
に
立
候
補
で
き
な
い
。
可
能
な

限
り
参
加
団
体
の
地
域
等
を
考
慮
す
る
。

　

（
選
出
方
法
）
決
定
の
方
法
は
原
則
と
し

て
拍
手
に
よ
る
。
調
整
作
業
が
不
調
の
場

合
は
投
票
に
よ
る
。
書
面
参
加
団
体
は
、

賛
否
の
数
に
参
入
さ
れ
な
い
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
「
私
た
ち
の
在
宅

医
療
」
を
テ
ー
マ
に
『
全
国
交
流
集
会
９
』

を
兵
庫
県
神
戸
市
の
「
し
あ
わ
せ
の
村
」

で
、
今
年
の
十
一
月
十
七
一
十
八
日
の
二

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
「
し
あ
わ
せ
の
村
」
は
、
全
国
で

も
有
数
の
身
体
障
害
者
の
た
め
の
施
設
で

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
難
病
連
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お

こ
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

（
兵
庫
県
難
病
連
代
表
幹
事

　

朝
見
宏

利
さ
ん
）

あいさつする

朝見宏利さん

　

お
疲
れ
様
で
し
た
。
た
い
へ
ん
素
晴
ら

し
い
総
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

「
ヨ
ー
ロ
。
パ
視
察
旅
行
」
で
学
ん
だ

こ
と
で
す
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
団
体
な

ど
で
は
、
「
私
た
ち
は
『
圧
力
団
体
』
だ
。

し
、
少
な
く
と
も
後
退
は
さ
せ
■
V
-
~
｡
　
―
>

　

と

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
心
構
え

を
い
ま
私
た
ち
は
学
ぱ
な
け
れ
ば
、
と
思

い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
今
後
の
課
題
は
沢
山
あ
り
ま

す
。
交
流
活
動
。
要
望
を
集
め
る
活
動
、

要
求
を
堀
り
起
こ
す
活
動
、
そ
し
て
政
治

へ
の
反
映
で
す
。
私
た
ち
は
も
っ
と
力
を

持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は

加
盟
団
体
を
増
し
、
独
立
し
た
事
務
所
を

も
ち
、
ま
た
専
従
の
役
員
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
運
動
の
方
向
と
は

全
国
的
な
運
動
で
も
あ
り
ま
す
が
、
私
た

ち
自
身
が
地
域
で
力
を
つ
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
市
町
村
単

位
で
患
者
会
運
動
が
で
き
て
い
く
よ
う
な

時
代
に
な
っ
た
ら
私
た
ち
の
福
祉
も
進
む

と
思
い
ま
す
。
今
後
の
幹
事
会
や
交
流
集

会
で
も
元
気
に
お
会
い
し
て
、
そ
う
い
う

お
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
は
ど
う
も
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
伊
藤
た
て
お
代
表
幹
事
）

22J1990-7言什オ0り卜|
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80年代、「活力ある福祉社会」を叫んですすめられた目斤政改革」

とは、いったい何だったのでしょうか？「高齢化社会危機論」をい

いながらすすめられた「行政改革」は、私たち患者や障害者に何を

もたらしたのでしょうか？『世界一お金持ち』といわれるこの国で、

80年代に何か起こったのでしょうか？

　

戦後の経済や科学技術の成長一発展を、身を削って支え高齢期を

迎えた人たちに、この国がした仕打ちは、医療費の自己負担と医療

差別であり、老齢年金の切下げでした。今、経済の発展のために身

を粉にして働いている人たちにこの国が贈ったものは、健康保険制

度の「改正」で自己負担を課すことでした。そして「医療や福祉に

お金をかけ過ぎる」と国の支出を減らしました。それだけでは足り

ずに、「高齢化社会に備えて」とか「医療や福祉に必要だから」と

いって、『消費税』を設けて国民の家計を圧迫しました。もしかし

たら、そのお金は、防衛費に回されるのではないかと疑います。な

ぜなら、自ら決めた「ＧＮＰ比１％枠」とやらはさっさと取り払っ

てしまって、防衛費は増える一方なのですから。これを「活力ある

福祉社会」というのでしょうか。これを「増税なき財政再建」とい

うのでしょうか。

　

そして90年代、この国では、もっと酷いことがすすめられようと

しています。

　

病院を患者の病状別に分け、入院期間も制限し、病院収入も減ら

す計画がすすめられています。福祉サービスは市町村の仕事だから

と態勢も財政力も乏しい市町村に押しつけ、国の補助金は減らすと

いいます。お年寄りも障害者も家族と暮らす方が幸せだからと、条

件のない人にも『在宅』をすすめる政策が始まっています。厚生年

金の老齢年金の支給年齢を先に延ばす計画もあります。制度間に不

公平があるからと、医簾保険の給付率を低い方にそろえる話も90年
代の計画です。それなら税金や保険料や自己負担を下げるのかと思

えば、国民負担率は「50％を下回ることが目標」だといいます。

　　

「踏んだり蹴ったり」とは正にこのことです。私たち患者は黙っ

ていてよいのでしょうか。

　

私たちは、断固「異義あり」を叫びます。

　　

「税金は国民の医直にまわしなさい」「福祉サービスに使いなさ

い」「住宅にまわしなさい」「教育に使いなさい」「『在宅』をい

うならもっとヘルパーを増やしなさい」「ショートステイやデイサ

ービスはもちろん、特別養護老人ホーム・障害者施設・難病患者の

施設をもっともっとたくさんつくりなさい」「病に苦しむ人々が安

心して暮らせる施策を充実しなさい」……。

　

私たちは、この総会で決定した活動方針にしたがい、ＪＰＣをい

っそう強化して、多くの国民と連帯してたたかうことをここに宣言

します。真に人間が大切にされる豊かな21世紀をめざして。

　　　

1990年６月10日

　　　　　　　　　　　　

日本患者・家族団体協議会

　

第５回総会

2２4

1990年度役員

役　名 氏　　　名 所　属【･n　体

代£幹･μ
長　　　　宏

伊藤たてぉ

目　患　同　盟

北海道難病連

収務J,心技 小林£史 貨　　腎　　1必

幹　　･μ

　　菅原道子

　　山崎洋一-

　※伊藤文博

　　荒片重雄

　　黒埼本一

　　久保lj:l耕ij‘J

　　伊藤　　回

　　土屋光帽'

　　m 111 I'l　男

　※加納11ﾓ雄

　※濤　　米　三

　朝見宏利

　森　　lE l＼

　杉原　　仁

　西森本占

　篠崎稚占

　原田恒夫

　安藤変前

　安部隆夫

　藤田　　茂

※辻川々之

※梅崎園　r-

　藤崎陸安

※古川　片前

　Ilni橋豊栄

　河野　　都

※黒田外武夫

北海道難病連

秋田県難病理

福島県難病連

茨城県･難病迪

群馬県難病連

長野県難病連

岐lμ県難病連

静岡県難病連

三重県難病連

滋賀県難病理

宮部難病連

大阪難病連

兵庫県難病連

奈良県難病連

岡山県難病理

高知1県難病連

愛媛県難病連

宮崎県難病連

鹿児島県難病連

オス|ヽミー1烏合

全　　肝　　協

全　　交　　沢

全国心臓病

全　　忠　　協

目　忠　同　盟

ス　　全　　協

全国パーキンソン

を　　腎　　協

全国參発性硬化症

全　　低　　肺

会計監査
瀬志木正大

松尾邨j｀

長野県難病連

ス　　全　　I迄

●
長
谷
川
慧
重
厚
生
省
保
健
医
療
局
長

●
松
潭
秀
郎
厚
生
省
保
健
医
療
局
疾
病
対

策
課
長

　

●
児
玉
健
次
衆
議
院
議
員

　

●

正
森
成
二
衆
議
院
議
員

　

●
沓
脱
タ
ケ
子

参
議
院
議
員

　

●
大
内
啓
伍
民
社
党
中
央

執
行
委
貝
長

　

●
日
本
医
療
社
会
事
業
協

会

　

●
日
本
看
護
協
会

　

●
国
際
障
害
昔

年
日
本
推
進
協
議
会

　

●
日
本
て
ん
か
ん

協
会

　

●
障
害
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る

全
国
連
絡
協
議
会

　

●
全
国
難
病
団
体
連

絡
協
議
会

　

●
千
葉
県
難
病
団
体
連
絡
協

議
会

　

●
神
奈
川
県
難
治
性
疾
患
団
体
連

絡
協
議
会

　

●
和
歌
山
県
難
病
団
体
連
絡

協
議
会

　

●
福
岡
県
難
病
団
体
連
絡
会

●
香
川
県
患
者
自
治
会
連
合
会

　

●
全
国

筋
無
力
症
友
の
会

　

●
全
国
腎
炎
・
ネ
フ

ロ
ー
ゼ
児
を
守
る
会

　

●
全
国
多
発
性
硬

化
症
友
の
会

　

●
全
国
労
働
組
合
総
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
十
一
件
）

　
　
　
　
　
　

（
以
上
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
遠
山

　

亨

　

（
全
医
労
中
央
執
行
委
員

　
　
　
　
　
　

長
）

●
保
田
行
雄

　

（
全
国
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友

　
　
　
　
　
　

の
会
）

1990- 7
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鉄
豪
遊
廉
蕎
③
塵
予
示

地
域
難
病
連
交
流
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
か
ら
2
0
団
体
5
0
人
が
参
加

　

総
会
前
日
の
六
月
九
日
に
行
わ
れ
た
『
Ｊ
Ｐ
Ｃ
地
域
難
病
連
交
流
会
』
は
、

Ｊ
Ｐ
Ｃ
未
加
盟
団
体
（
愛
知
、
和
歌
山
、
福
岡
）
を
含
む
、
二
十
難
病
連
五

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
の
交
流
の
様
子
を
、
議
長
を
務
め
た
京
都
難

病
連
の
加
納
正
雄
さ
ん
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
編
集
部
）

　

今
回
の
交
流
会
で
は
、
長
野
・
兵
庫
・

宮
崎
の
三
県
か
ら
の
報
告
を
中
心
に
、
対

県
交
渉
の
経
験
な
ど
に
つ
い
て
交
流
し
ま

し
た
。
各
県
か
ら
出
さ
れ
た
発
言
の
概
要

薗
沁
Ｍ
Ｉ
ｙ
剛
如
Ｌ
』
ｉ
Ｉ
一
‐
ｒ
‐
ト
Ｊ

－
－
－
－
ｉ
－
－
－
－
－
‐

JIIII.…II･

　

………L………;,:………？な2,･゜;･:……i‥‥‥‥‥

　

‥一一･

　　　　

.‥

４子

犬

み

こ

が宍

y＼j

l[

√－＝|

　　

乱|

　

|凧Ｚ匹四罵徊

　　　

‖|

　
　

ｉ
７
．

政
勝
レ
」

　

＊
「
国
際
障
害
者
年
長
野
県
推
進
協
議

会
」
や
「
国
民
医
療
を
守
る
長
野
県
推
進

委
員
会
」
な
ど
に
参
加
し
て
、
難
病
問
題

の
理
解
を
拡
げ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

る
。
県
議
会
議
員
四
十
一
人
の
参
加
で
「
難

病
対
策
議
員
懇
話
会
」
が
つ
く
ら
れ
て
お

り
、
議
会
で
も
難
病
問
題
を
検
討
さ
れ
て

い
る
。

　

今
後
は
県
下
百
二
十
一
市
町
村
へ
も
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。
〈
長
野
▽

　

＊
難
病
相
談
室
（
七
月
）
・
難
病
セ
ン

タ
ー
（
十
月
）
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
昨
年
実
施
し
た
実
態
調
査
に
基
づ

く
「
難
病
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
た
。
そ
の
後
、
県
議
会
の
中
で
難

病
問
題
で
質
疑
が
行
わ
れ
、
県
や
神
戸
市

は
開
設
の
予
算
を
組
ん
だ
。

　

各
地
域
難
病
連
で
「
セ
ン
タ
ー
」
設
立

の
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
「
セ
ン

タ
ー
」
の
目
標
、
意
義
、
運
営
な
ど
に
つ

j5

い
て
検
討
す
る
機
会
を
。
〈
兵
庫
▽

　

＊
各
会
か
ら
出
さ
れ
た
百
十
項
目
の
要

求
で
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
交
渉
し
た
。
し

か
し
再
交
渉
は
断
わ
ら
れ
、
県
か
ら
は
『
項

目
を
絞
っ
て
く
れ
』
と
Ｉ
河
わ
れ
て
い
る
。

〈
宮
崎
▽

　

＊
県
交
渉
で
は
毎
年
同
じ
砂
な
回
答
し

か
得
ら
れ
な
い
。
補
助
金
は
僅
か
で
、
し

か
も
ヒ
モ
付
き
だ
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
で
も
、

対
象
は
身
障
一
、
二
級
で
、
難
病
者
は
除

か
れ
て
い
る
。
〈
岡
山
▽

　

＊
結
成
以
来
、
様
々
な
迎
動
を
積
み
重

ね
て
来
た
。
こ
の
た
び
県
か
ら
「
特
定
疾

患
者
手
帳
」
を
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
△
滋
賀
∇

　

＊
竹
づ
つ
募
金
が
一
億
円
を
超
え
、
募

金
を
基
金
に
し
た
利
息
が
活
動
資
金
に
。

〈
愛
知
▽

　

＊
地
元
新
聞
社
が
難
病
問
題
を
積
極
的

に
取
り
上
げ
て
く
れ
、
県
民
の
理
解
が
拡

が
っ
て
き
た
。
〈
高
知
▽

　

な
ど
各
県
か
ら
、
成
功
し
て
い
る
例
、

困
っ
て
い
る
例
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
民
の
理
解
を
得
る
活
動
、
ね
ば
り
強

い
運
動
が
「
自
治
体
の
施
策
に
も
反
映
さ

れ
て
い
く
」
と
の
確
信
が
各
県
か
ら
話
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

夕
食
後
も
フ
リ
ー
交
流
が
深
夜
に
及

び
、
地
域
難
病
連
交
流
会
へ
の
期
待
が
強

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

報
告
―
加
納
正
雄
（
京
都
）

22j､践験ｅの1巾間

　

1990-7
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は
じ
め
に

　
　

「
人
間
裁
判
」
と
も
よ
ば
れ
た
「
朝
日

訴
訟
」
は
、
患
者
運
動
の
草
分
け
と
い
わ

れ
て
い
る
日
本
患
者
同
盟
（
日
患
同
盟
）

の
、
朝
日
茂
さ
ん
と
い
う
一
人
の
患
者
に

よ
っ
て
お
こ
さ
れ
た
「
生
活
保
護
行
政
訴

訟
」
で
あ
る
。
い
い
換
え
れ
ば
、
日
患
同

盟
の
、
生
活
改
善
要
求
の
中
か
ら
必
然
性

を
も
っ
て
生
ま
れ
た
、
夜
明
け
を
拓
く
運

動
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
朝
日
訴
訟
運
動
は
、
そ
れ

自
体
が
患
者
連
動
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
日

本
の
患
者
運
動
が
誇
る
歴
史
的
な
事
業
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

　

あ
る
新
聞
報
道
と
朝
日
訴
訟

川

　

岡
先
生
の
随
想

　

二
年
前
の
六
月
二
十
七
日
、
朝
日
新
聞

の
岡
山
版
に
「
政
治
学
習
の
入
口
で
Ｉ
人

間
裁
判
」
と
い
う
見
出
し
の
随
想
が
載
っ

て
い
た
。

　

筆
者
は
早
島
小
学
校
（
朝
日
さ
ん
が
療

養
し
て
い
た
療
養
所
の
所
在
地
）
の
岡
浩

一
先
生
で
あ
っ
た
。

　

「
人
間
裁
判
」
と
い
う
な
つ
か
し
い
文

字
に
ひ
か
れ
て
読
み
入
っ
た
。
短
い
文
章

の
中
に
、
教
育
へ
の
熱
情
、
子
ど
も
た
ち

を
教
え
育
て
る
過
程
で
の
真
摯
な
苦
悩
が

充
分
汲
み
と
れ
て
胸
を
う
た
れ
た
。
そ
し

て
何
よ
り
も
、
若
い
教
育
者
の
そ
の
誠
実

さ
が
正
し
い
反
応
を
よ
ん
で
子
ど
も
た
ち

を
行
動
に
立
上
ら
せ
て
い
く
。
そ
う
い
っ

た
過
程
が
、
と
て
も
感
動
的
で
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
、
教
材
に
選
ば
れ
た
の
が
、
人

間
裁
判
－
朝
日
訴
訟
で
あ
っ
た
。

　

つ
よ
い
感
銘
を
う
け
た
私
は
。
そ
の
後
、

岡
先
生
を
巨
に
島
小
学
校
に
訪
ね
た
こ
と
を

い
ま
も
思
い
浮
か
べ
る
。
以
下
は
岡
先
生

の
寄
稿
の
全
文
で
あ
る
。

　
　

「
六
年
生
の
社
会
科
で
悩
む
の
は
、
後

半
の
政
治
学
習
。
歴
史
学
習
で
、
あ
れ
ほ

ど
目
を
輝
か
せ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
政
治

学
習
で
は
ま
る
で
外
国
語
を
聴
い
て
い
る

よ
う
な
顔
を
し
て
る
。

　
　

『
政
治
』
と
か
『
憲
法
』
と
い
う
子
ど

も
た
ち
に
は
あ
ま
り
に
縁
遠
く
、
難
し
い

世
界
。
社
会
と
い
う
も
の
に
、
子
ど
も
の

興
味
、
関
心
が
ま
す
ま
す
向
か
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
、
と
い
う
の
が
教
室
で
の
実

感
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
悩
み
の
後
、
私
が
政
治
学

６

習
の
入
り
□
と
し
て
と
り
あ
げ
た
の
が

　

『
人
間
裁
判
』
で
す
。
昭
和
三
十
二
年
か

ら
『
人
間
ら
し
い
生
活
と
は
』
と
い
う
問

題
を
、
憲
法
二
五
条
を
根
拠
に
国
と
争
っ

だ
の
は
、
国
立
早
島
療
養
所
の
入
院
患
者
。

朝
日
茂
さ
ん
で
し
た
。

　

生
活
保
護
患
者
に
支
給
さ
れ
る
『
六
百

円
』
の
日
用
品
費
が
『
人
間
ら
し
い
く
ら

し
』
と
し
て
妥
当
か
ど
う
か
。
戦
後
間
も

な
い
こ
ろ
の
社
会
状
況
。
理
論
的
に
は
判

断
の
非
常
に
難
し
い
問
題
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
朝
日
さ
ん
た
ち
生
活
保

護
患
者
の
当
時
の
生
活
実
態
を
授
業
の
最

初
に
ぶ
つ
け
て
み
ま
し
た
。
『
薬
の
包
み

紙
が
し
り
ふ
き
紙
？
ほ
く
な
ら
生
き
て
い

け
ん
で
』

　

『
一
食
三
十
一
円
。
牛
乳
一
本

十
四
円
だ
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
半
分
と
ぶ

な
』
と
驚
き
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
。

　

そ
し
て
ク
ラ
ス
全
員
が
町
内
で
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
活
動
に
散
っ
て
い
き
ま
し
た
。

当
時
の
医
者
、
看
護
婦
さ
ん
、
病
院
職
員

を
た
ず
ね
、
生
々
し
い
証
言
を
持
ち
帰
っ

て
き
た
の
で
す
。

　

裁
判
で
、
国
側
は
『
当
時
の
日
本
の
生

活
水
準
と
比
べ
れ
ば
、
仕
方
な
い
』
と
い

う
主
張
を
し
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
て
子
ど

　

文＝長宏

( J P C代表幹事）

も
た
ち
は
、
『
朝
日
さ
ん
の
言
い
分
は
、

や
っ
ぱ
り
ぜ
い
た
く
か
な
』
と
、
多
少
考

え
を
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん

な
時
、
決
め
手
に
な
っ
だ
の
は
足
で
か
せ

い
だ
録
音
テ
ー
プ
で
し
た
。
『
金
持
ち
の
患

者
が
床
に
落
し
た
卵
を
、
思
わ
ず
は
い
つ

く
ぱ
っ
て
す
す
っ
た
』
。
こ
ん
な
証
言
を
聞

い
て
『
国
民
の
暮
ら
し
の
レ
ベ
ル
を
少
し

で
も
上
げ
る
努
力
を
す
る
の
が
国
の
持
つ

べ
き
考
え
で
は
な
い
か
』
と
、
さ
ら
に
考

え
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

朝
日
さ
ん
の
生
き
方
、
業
績
に
共
感
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
学
習
の
予
定
に

な
か
っ
た
『
没
後
二
三
周
年
記
念
集
会
』

へ
の
参
加
を
計
画
、
二
十
一
人
が
参
加
し
、

記
念
碑
へ
献
花
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

心
と
身
体
を
動
か
し
て
問
題
を
追
及
し

て
い
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
頭
の
中
だ
け

で
○
×
式
の
形
式
的
理
解
で
は
な
く
、
政

治
の
あ
り
方
、
人
の
生
き
方
ま
で
も
実
感

的
に
さ
ぐ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
学
習
の
計
画
段
階
で
、
同

1990-7
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僚
か
ら
『
暗
い
』
と
い
わ
れ
、
私
も
迷
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
心
を
ゆ
さ
ぶ
る
も

の
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
の
心
は
『
正
義
』

に
と
て
も
敏
脈
な
の
だ
と
改
め
て
認
識
さ

せ
ら
れ
た
の
で
し
た
」
。

帥

　

戦
後
史
を
飾
っ
た
朝
日
訴
訟

　

岡
先
生
の
随
想
に
も
あ
る
よ
う
に
、
朝

日
訴
訟
は
、
生
活
保
護
法
の
低
い
基
準
額

の
矛
盾
か
ら
は
じ
ま
っ
た
訴
訟
で
あ
る
。

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
二
年
）
当
時
、

入
院
中
の
生
活
保
護
受
給
患
者
に
日
用
品

費
と
し
て
支
給
さ
れ
た
の
は
、
一
か
月
わ

ず
か
六
百
円
で
あ
っ
た
（
資
料
）
。
病
気

を
治
す
に
は
あ
ま
り
に
も
低
い
こ
の
額
を

朝
日
さ
ん
が
取
り
あ
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　

「
こ
の
法
律
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
最
低

限
度
の
生
活
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活

水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
生
活
保
護

法
第
三
条
や
、
生
活
保
護
法
が
理
念
法
と

す
る
憲
法
第
二
五
条
な
ど
が
、
違
反
を
問

う
原
点
で
あ
っ
た
。

　

要
す
る
に
生
活
保
護
法
の
基
準
と
運
用

か
ら
は
じ
ま
り
、
い
の
ち
と
く
ら
し
と
い

茂さん朝日

う
「
人
間
の
原
点
」
を
衝
い
た
訴
訟
で
あ

っ
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
十
年
と
い
う
長
い
裁
判
過

程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
課
題
を
は
ら

ん
で
発
展
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
く
に
生
活
保
護
法
の
基
準
額
が
賃
金

や
社
会
保
障
の
額
を
規
制
し
て
い
る
現
実

的
な
問
題
か
ら
も
出
発
し
て
、
基
本
的
人

権
や
人
間
の
幸
福
権
は
、
歴
史
的
に
ど
の

よ
う
に
築
か
れ
て
き
た
の
か
、
戦
争
が
破

壊
し
た
人
間
性
の
問
題
、
平
和
を
維
持
す

る
中
で
こ
そ
社
会
保
障
が
守
ら
れ
る
、
と

い
う
大
砲
か
バ
タ
ー
か
の
論
理
、
さ
ら
に

人
間
ら
し
く
生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
、
等
々
の
人
生
観
や
哲
学
上
の
問
題
ま

で
、
実
に
多
彩
に
、
し
か
も
い
ろ
濃
く
展

開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
朝

日
訴
訟
を
勝
利
さ
せ
る
こ
と
が
大
き
な
国

民
的
課
題
に
ま
で
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

團

　

子
ど
も
の
心
に
灯
る

　

こ
こ
ま
で
筆
を
す
す
め
て
い
る
と
き
、

奇
し
く
も
岡
山
の
友
人
か
ら
、
三
十
名
近

い
小
学
校
六
年
生
の
作
文
が
送
ら
れ
て
き

た
。
手
紙
に
よ
る
と
、
友
人
の
友
人
で
あ

る
社
会
科
の
先
生
が
、
朝
日
訴
訟
を
四
時

間
に
わ
た
っ
て
取
り
上
げ
、
授
業
の
あ
と
、

子
供
た
ち
に
そ
の
感
想
を
書
か
せ
た
も
の

と
い
う
。
紙
面
の
都
合
も
あ
り
一
つ
だ
け

紹
介
し
よ
う
。

　
　

「
朝
日
茂
さ
ん
は
、
た
っ
た
四
十
三
キ

７］

ロ
グ
ラ
ム
で
、
そ
れ
も
結
核
で
入
院
し
て

い
る
ふ
つ
う
の
お
じ
さ
ん
な
の
に
、
国
を

相
手
に
裁
判
を
起
こ
し
た
と
い
う
す
ご
い

人
で
す
。

　

国
を
相
手
に
裁
判
を
起
こ
し
た
く
ら
い

だ
か
ら
、
自
分
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
絶

対
正
し
い
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な

あ
。

　

朝
日
さ
ん
一
人
が
起
こ
し
た
訴
訟
で
、

国
中
の
入
院
患
者
や
、
生
活
に
困
っ
て
い

る
人
の
生
活
が
楽
に
な
っ
た
か
ら
す
ご
い

で
す
。
た
ぶ
ん
朝
日
さ
ん
は
、
自
分
だ
け

の
こ
と
を
考
え
ず
に
、
国
民
の
こ
と
を
考

え
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
も
し
朝
日
さ
ん
が
訴
訟
を
起
こ
し
て

く
れ
な
か
っ
た
ら
、
い
ま
で
も
入
院
患
者

の
生
活
は
ひ
ど
か
っ
た
か
し
れ
な
い
し
、

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
も
多
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
朝
日
さ
ん
の
よ
う
に
憲

法
を
よ
く
生
か
し
て
、
す
ば
ら
し
い
世
の

中
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
」

　
　

「
ふ
つ
う
の
お
じ
さ
ん
」
と
い
い
、
「
た

ぶ
ん
朝
日
さ
ん
は
、
自
分
だ
け
の
こ
と
を

考
え
ず
に
国
民
の
こ
と
も
考
え
て
訴
訟
を

起
こ
し
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」
と
い
い
、
大

人
を
こ
え
そ
う
な
鋭
い
観
察
、
反
応
。
そ

し
て
何
よ
り
も
ま
し
て
お
ど
ろ
く
の
は
、

で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
自

問
に
、
見
事
に
答
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
。

　

そ
れ
で
は
、
若
い
教
育
者
が
、
す
ぐ
れ

た
教
材
の
一
つ
と
し
て
選
び
、
そ
の
教
え

子
た
ち
、
明
日
の
日
本
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
心
を
、
こ
ん
な
に
も
し
っ
か
り
捉
え

た
朝
日
訴
訟
の
朝
日
茂
さ
ん
と
は
、
一
体

ど
の
よ
う
な
人
物
で
、
ど
の
よ
う
に
そ
の

生
涯
を
生
き
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

：入院患者の日用品費内訳（１ヵ月）

　　　　　　　　　　　　　

〈1955年当時〉

資料

,;,l，　目　　　　　　年　　間　　月　　額

衣

類

身

別

rlllll

保

健
衛

生
費

堆

費

肌　　　着　　　　２年１酋　　lfi.6fi円

パ　ン　ツ　　　　　　１枚　　10.00
哺　嫁　布　　　　４ヤール　　■13.33
縫　　　糸　　　　　　30匁　　　8.75

手拭タオル　　　　　　２本　　11.66

足　　　91　　　　　　1足　　12.50

　ド　　　及　　　　　　！足　　　5.83
草　　　卯　　　　　　２足　　21 .6(5
縫　　　針　　　　　　20本　　　0.32
湯　　　呑　　　　　　口固　　　I .00

i'l!　髪　料　　　　　　12回　　60.00

石　ケ　ン(洗面12個・洗濯2刻印70.00
歯ミガ･キ粉　　　　　　61　　　7.50
歯プラン　　　　　　61　　　7,50
体　温　計　　　　　　１私　　　8.33
洗　濯　代　　　　　　　　　　50.00
チ　リ　紙　　　　　　12眼　　20. ( 0
衛生綿(女r･の場合理髪資料を充てる)

ﾉゝ　が･　キ　　　　　24枚　　10.00
切　　　手　　　　　　12枚　　10.00
封　　　詫　　　　　　12枚　　　1.即
断　聞　代　　　　　　　　　　150,00
川　紙　代　　　　　　　　　　20.( 0
鉛　　　罰　　　　　　６木　　　5.00

お　　　茶　　　　　　３斤　　40.00
そ　の　他　　　　　　　　　　8.9fi

計　　　　　　　　　　　　　600.00円

｢肌着、２年Ｕ

227､IPIIの11問
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べご尹

　　

ち

　　

きぶ

全
国
交
流
集
会
■
は
神
戸
市

で
開
催

　

今
年
度
の
Ｊ
Ｐ
Ｃ
『
全
国
交
流
集
会
』

は
、
十
一
月
十
七
・
十
八
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
兵
庫
県
神
戸
市
で
開
催
し
ま
す

が
、
こ
の
集
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
六

月
二
日
、
会
場
と
な
る
「
し
あ
わ
せ
の
村
」

で
全
国
交
流
集
会
実
行
委
員
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
実
行
委
員
会
に
は
、
地
元
兵
庫
県

難
病
連
か
ら
朝
見
代
表
幹
事
、
米
田
事
務

局
長
を
は
じ
め
４
人
が
、
ま
た
Ｊ
Ｐ
Ｃ
か

ら
は
小
林
事
務
局
長
ほ
か
一
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

会
場
の
「
し
あ
わ
せ
の
村
」
は
、
昨
年

四
月
に
神
戸
市
制
百
周
年
を
記
念
し
て
開

瞭会
場
と
な
る
し
あ
わ
せ
の
村
本
館

村
さ
れ
た
総
合
的
福
祉
ゾ
ー
ン
で
、
広
大

な
敷
地
に
宿
泊
施
設
や
研
修
施
設
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

な
ど
多
目
的
な
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の
豊
富
な
施

設
を
利
用
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
楽
し
く

た
め
に
な
る
集
会
に
し
よ
う
と
、
会
場
の

下
見
や
、
準
備
の
進
行
状
況
な
ど
に
つ
い

て
相
談
し
ま
し
た
。

　

今
集
会
の
記
念
講
演
は
、
日
本
福
祉
大

学
の
児
島
美
都
子
先
生
を
お
招
き
し
、
海

外
の
在
宅
ケ
ア
状
況
な
ど
を
中
心
に
お
話

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
寄
付

　
　
　
　
　

瞳
名
の
方
か
ら
1
0
0
万
円

　

三
月
二
十
四
日
付
け
で
、
「
患
者
運
動

研
究
所
の
設
立
の
た
め
に
」
と
、
北
海
道

難
病
連
を
通
じ
て
匿
名
の
方
か
ら
百
万
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ

で
は
北
海
道
難
病
連
を
通
じ
て
感
謝
の
意

を
伝
え
受
領
し
ま
し
た
。

　

科
学
雑
誌
で
、
人
体
を
構

成
す
る
六
十
兆
も
の
細
胞
は

各
々
が
影
響
し
合
い
な
が

ら
、
全
体
の
秩
序
を
守
っ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
い
い

勉
強
に
な
っ
た
。

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
通
巻
四
四
四
号
（
毎
週
月
・
火
・
木
・
ｊ
曜
日
発
行
）

一
ｋ
ｔ
叱
Ｄ
不
ｙ
じ
「
「
［
Ｊ
一
二
日
弛
］
け

181

脳
死
肝
移
植
の
申
請
を
社
会
的
合
憲
が
得

ら
れ
な
い
と
し
て
却
下
し
た
。

　

▽
2
5
日

　

厚
生
省
は
「
特
定
機
能
病
院
」

と
「
療
養
型
病
床
群
」
に
体
系
化
し
た
医

直
法
「
改
正
案
」
を
国
会
に
提
出
し
た
。

　

▽
2
8
日

　

総
務
庁
が
ま
と
め
た
「
身
体

璋
害
者
の
福
祉
こ
咲
用
に
関
す
る
調
査
」

に
よ
る
と
就
職
先
の
な
い
身
障
者
は
八
万

人
で
法
定
雇
用
率
（
一
二
八
％
）
を
下
回

つ
て
い
た
。

　

▽
5
1
日

　

阪

　

が
ん
調
査

　

十
六
道
府
県
二
市
で
一
九
八
五
年
五

月
か
ら
七
月
ま
で
に
が
ん
に
か
か
っ
た

患
者
（
胃
が
ん
は
六
月
ま
で
）
計
一
万

九
千
百
八
十
八
人
に
つ
い
て
、
三
年
間

追
跡
し
、
そ
の
内
容
を
昨
年
度
の
時
点

大
倫
理
委
は
心
臓
の
脳
死
移
植
を
基
本
的

に
承
認
す
る
方
向
。

　
　
　
　
　

▽
７
日

　

厚
生
省
が
昨
年
度

［

１ ０
日
］

行
っ
た
が
ん
の
全
国
調
査
で
、

肺
が
ん
と
乳
が
ん
が
十
年
前
よ
り
大
幅
に

川
加
し
欧
米
型
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
。
胃
、
子
宮
が
ん
は
減
少
。

　

▽
1
2
日

　

日
本
移
植
学
会
は
「
脳
死
判

定
は
厚
生
省
研
究
班
基
準
を
満
た
す
こ
と

が
最
低
条
件
」
と
初
め
て
明
文
化
し
た
。

　

▽
1
5
日

　

京
大
医
学
部
は
学
内
の
倫
理

委
の
承
認
を
受
け
、
父
親
か
ら
九
歳
の
男

児
へ
の
生
体
部
分
肝
移
植
を
行
な
っ
た
。

　

▽
1
6
日

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

へ
の
入
所
決
定
権
を
町
村
に
移
譲
す
る
な

ど
の
老
人
福
祉
法
等
改
正
案
が
衆
議
院
で

可
決
さ
れ
た
。

　

▽
2
0
日

　

信
州
大
医
学
部
で
国
内
三
例

日
の
生
体
肝
部
分
移
植
が
行
わ
れ
た
。

　

▽
2
5
日

　

昭
和
六
十
三
年
度
の
国
民
一

人
当
り
の
医
療
費
は
十
五
万
二
千
八
百
円

と
厚
生
省
が
発
表
。

で
ま
と
め
ま
し
た
。
同
時
に
全
国
の
市

町
村
を
対
象
に
検
診
の
実
施
内
容
な
ど

を
調
べ
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
で
、
検

診
に
よ
る
肺
が
ん
発
見
者
の
七
割
近
く

が
転
移
段
階
に
進
ん
で
い
る
こ
と
で
現

在
の
検
診
が
万
全
で
な
い
こ
と
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

発
行

身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

　

頒
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